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研究の概要（４行以内） 
高感度 CMOSセンサを搭載した超広視野高速カメラ Tomo-e Gozen1（視野φ9 度・以下 Tomo-e）
を開発し、東京大学木曽観測所の口径 1.0m シュミット望遠鏡に搭載し、重力波イベントの迅速
な超広視野追観測を実施し、光学対応現象の検出をめざす。これと並行して、重力波到来予想を
迅速に行うために、重力波望遠鏡 KAGRAの高速解析システムを整備する。 
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１．研究開始当初の背景 
重力波望遠鏡の建設が進みアメリカの
advanced LIGO(aLIGO)で、ブラックホールの
合体による重力波が初めて検出された。しか
し、電磁波での対応天体検出には至っていな
い。一方、同じ重力波源とされる中性子星合
体からは電磁波放射が期待され、既に確立さ
れた観測手段で確認することで、その現象の
理解および一般相対性理論の検証、中性子星
を構成する高密度物質の性質などを解明する
ための重要な情報が得られると期待される。 
 
２．研究の目的 
連星中性子星合体や中性子星とブラックホー
ルの合体が重力波で検出された直後にそこか
ら放射された可視光を観測することで、中性
子星を構成していた物質の性質や放出された
物質の性質についての情報を得ることが最大
の目的。 
 
３．研究の方法 
研究期間の前期 2 年間に、高感度 CMOS セン
サを搭載した超広視野高速カメラ Tomo-e 
Gozen1（視野φ9度・以下 Tomo-e）を開発
し、東京大学木曽観測所の口径 1.0mシュミ
ット望遠鏡に搭載する。さらに、重力波到来
予想を迅速に行うために、重力波望遠鏡
KAGRA の高速解析システムを次の 3 点につい
て整備する。1)ノイズとの相関解析、2)探索
する中性子星質量範囲の拡大、3)複数の重力

波望遠鏡からのデータのうち他の解析センタ
ーとは異なるペアのデータ解析。研究期間の
後期 3 年間に、これらのシステムを用いて、
重力波イベントの迅速な超広視野追観測を実
施し、光学対応現象の検出する。 
 
４．これまでの成果 
高感度 CMOS センサを 4分割して開発した。そ
の内 4 分の 3 が完成し、H31 年度の早い時期
に全体が完成する予定。 
 重力波望遠鏡 KAGRA の高速解析システムを
稼働する計算サーバーを導入した。今年度後
半から始まる予定の KAGRA による観測で利用
する体制が整った。 

 図 木曽シュミット望遠鏡の焦点面に搭載
した Tomoeカメラの写真 
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2015年のブラックホール同士の合体からの重
力波検出に次ぎ、中性子星合体からの重力波
は 2017 年 8 月 17 日に aLIGO によって初めて
観測され(GW170817)、重力波検出から 11時間
後には対応光学天体も検出され、日本を含む
世界中の望遠鏡によって精力的に観測された。
それらの観測結果をもとに中性子星合体から
放出された物質を記述する理論的モデルとの
比較も行われた。本研究では、中性子星合体
の一般相対論的シミュレーション結果との比
較からこの現象に考察を加え、合体時に異な
る様相で(ジェット状や球状など)放出された
物質について、それぞれの様相を個別に精査
した。 
 
５．今後の計画 
H31年度の早い時期に高感度 CMOSセンサの全
体が完成する予定である。H31 年 4 月 1 日か
ら始まる重力波観測で検出された重力波源に
対して 20 平方度の超広視野による光学追観
測を実施予定である。 
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